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(57)【要約】
水その他の材料を貯蔵するための一体的な貯蔵容量を含
む家具。かかる貯蔵容量を家具内に組み込むことにより
、ユーザは、非常用水その他の所望の材料を目立たない
ように及び便利に貯蔵するためにこれまで使用されてお
らず又は使用することができなかった空間を利用するこ
とが可能となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座部及び人による消費を意図した水その他の材料を貯蔵するための一体的な貯蔵容量を
提供する、実質的に中空の流体密封性構造と、
　該構造を床の上方に支持する基部と
を備えている、一体的な貯蔵容量を有する椅子。
【請求項２】
　該椅子がベンチ型の椅子である、請求項１に記載の椅子。
【請求項３】
　該椅子が寝椅子型の椅子である、請求項１に記載の椅子。
【請求項４】
　前記基部が台座からなる、請求項１に記載の椅子。
【請求項５】
　前記台座が実質的に中空であり更なる一体的な貯蔵容量を提供するものである、請求項
１に記載の椅子。
【請求項６】
　前記基部が複数の脚部を備えている、請求項１に記載の椅子。
【請求項７】
　人による消費を意図した水その他の材料を貯蔵するための実質的に中空の流体密封性の
球体であって、充填及び抜き出しのためのポートを含む、球体と、
　該球体を支持し、及び該球体の照明を行うための照明要素を有する、基部と
を備えている、ランプ。
【請求項８】
　取り外し可能な上部と、
　該取り外し可能な上部を支持する実質的に中空の流体密封性の基部であって、人による
消費を意図した水その他の材料を貯蔵するための一体的な貯蔵容量を提供し、前記台座が
充填及び抜き出しのためのポートを含む、基部と
を備えている、一体的な貯蔵容量を有するテーブル。
【請求項９】
　前記基部が台座からなる、請求項８に記載のテーブル。
【請求項１０】
　前記ポートから抜き出すよう動作することが可能なポンプアセンブリを更に備えている
、請求項８に記載のテーブル。
【請求項１１】
　前記ポートが、前記基部から前記上部を取り外すことによりアクセス可能となる、請求
項８に記載のテーブル。
【請求項１２】
　前記ポートが、前記基部を逆さにすることによりアクセス可能となる、請求項８に記載
のテーブル。
【請求項１３】
　フレームと、
　該フレームにより支持され、及びポートを有する、上部と、
　該上部の下方に配設され、及び前記ポートを介して充填及び抜き出しを行うよう構成さ
れた、流体密封性の貯蔵容積であって、人による消費を意図した水その他の材料を貯蔵す
るための一体的な貯蔵容量を提供する、貯蔵容積と
を備えている、一体的な貯蔵容量を有するテーブル。
【請求項１４】
　前記貯蔵容積が充填又は抜き出しを行うためのバルブを含む、請求項１３に記載のテー
ブル。
【請求項１５】
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　前記貯蔵容積がブラダからなる、請求項１３に記載のテーブル。
【請求項１６】
　前記貯蔵容積がソーサ形状の構造からなる、請求項１３に記載のテーブル。
【請求項１７】
　複数の脚部により支持され、及びポートを有する、座部と、
　該座部の下方に配設され、及び前記ポートを介して充填及び抜き出しを行うよう構成さ
れた、流体密封性の貯蔵容積であって、人による消費を意図した水その他の材料を貯蔵す
るための一体的な貯蔵容量を提供する、貯蔵容積と
を備えている、一体的な貯蔵容量を有する椅子。
【請求項１８】
　前記貯蔵容積が充填及び抜き出しのためのバルブを含む、請求項１７に記載の椅子。
【請求項１９】
　前記貯蔵容積がブラダからなる、請求項１７に記載の椅子。
【請求項２０】
　前記貯蔵容積がソーサ形状の構造からなる、請求項１７に記載の椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に家具に関し、特に見ずその他の材料を内部に貯蔵することができる家
具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　天災や停電等の考え得る非常事態に備えて、公的安全機関は、携帯型の水源を容易にア
クセスできる場所に保管することを住民に推奨することが多い。停電又は汚染によって（
地方自治体の又は個人の）通常の水源が使用できなくなる非常時に、かかる備えを有する
住民は、少なくとも短期間にわたり持ちこたえるだけの飲料水を有することになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　十分な容量の非常用水源の作成に関連して生じることの多い１つの問題として、貯蔵空
間が不十分であること挙げられる。例えば、FEMA（Federal Emergency Management Agenc
y：米連邦緊急事態管理局）は、少なくとも３日分の非常用水源（飲料用水だけで一日に
つき一人あたり少なくとも１ガロン（約４リットル））を貯蔵することを推奨している。
不測の需要に備えて更に余裕をみて該推奨に従った場合、４人家族は、少なくとも１５ガ
ロン（約６０リットル）の水を貯蔵する必要がある。更に、４人家族が約１週間継続する
非常時に備えるには、約３５ガロンの水（例えば５ガロン（約２０リットル）容器７個）
を貯蔵する必要があることになる。このため、数人分の妥当な非常用水源を貯蔵する場合
であっても、大きな貯蔵空間がすぐに必要となる。更に、容易にアクセスできるように非
常用水源を貯蔵することが望ましいが、水の入った重い容器を頻繁に移動させることを望
む人は殆どおらず又は全くいない。また、殆どの人は、自分の家の雰囲気及び装飾が損な
われるのを回避するために、目立たず審美的に許容できる態様で非常用水源を貯蔵するこ
とを好むことになる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　要するに、本発明は、水その他の材料を貯蔵することができる様々な家具を提供するも
のである。該家具は、流体密封性であり且つ水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を
提供する中空の耐荷重性の基部又はフレームを有するテーブル及び椅子を含む。該基部又
はフレームは、水その他の材料を抜き出すためのアクセス手段が配設された上部又は下部
から充填されるよう構成することが可能である。該家具はまた、テーブル天板の下方に懸
架されたブラダ（bladder）その他の構造内に水その他の材料を貯蔵することができるテ
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ーブルを含む。該家具は更に、流体密封性の球体と該球体を支持してその照明を行う基部
とを有するランプを含む。
【０００５】
　本発明の実施形態によっては、水その他の材料を充填し又は抜き出すために、ユーザは
、単純にテーブル天板、椅子の座部、又はその他の構造を取り外すことにより、ポートへ
のアクセスを得ることが可能である。代替的な実施形態では、該ポートと共にポンプアセ
ンブリを使用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空のフレームを有するベ
ンチ型の椅子の側面図である。
【図２】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空のフレームを有する寝
椅子型（lounge-type）の椅子の斜視図である。
【図３】水その他の材料を貯蔵することができる球体を有するランプの斜視図である。
【図４Ａ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の基部を有するテー
ブルの斜視図である。
【図４Ｂ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の基部を有するテー
ブルの平面図である。
【図５】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の座部構造を有する一
本脚型の椅子の斜視図である。
【図６】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の座部構造を有する脚
付き（footed）椅子の斜視図である。
【図７Ａ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の支持構造を有する
エンド・テーブルの斜視図である。
【図７Ｂ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の支持構造を有する
エンド・テーブルの斜視図である。
【図７Ｃ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の支持構造を有する
エンド・テーブルの斜視図である。
【図７Ｄ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の支持構造を有する
エンド・テーブルの斜視図である。
【図７Ｅ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の支持構造を有する
エンド・テーブルの斜視図である。
【図７Ｆ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の支持構造を有する
エンド・テーブルの斜視図である。
【図８Ａ】取り外し可能な上部と水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中
空の一本脚型の基部とを有するテーブルの斜視図である。
【図８Ｂ】基部から水その他の材料を抜き出すためのポンプが取り付けられた図８Ａのテ
ーブルの断面図である。
【図９Ａ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の座部構造及び台座
を有する一本脚型の椅子の側面図である。
【図９Ｂ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の座部構造及び台座
を有する一本脚型の椅子の側面図である。
【図１０Ａ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を有するテーブルの斜視図である
。
【図１０Ｂ】図１０Ａに示すテーブルの側面図である。
【図１０Ｃ】図１０Ｂに示すバルブを拡大して示す側面図である。
【図１１Ａ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を有する椅子の側面図である。
【図１１Ｂ】図１１Ａに示す椅子を座部クッションが取り外された状態で示す平面図であ
る。
【図１２Ａ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を有する彫刻の側面図である。



(5) JP 2014-528805 A 2014.10.30

10

20

30

40

50

【図１２Ｂ】水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を有する彫刻の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１は、台座104により支持された座部102及びクッション106を有するベンチ型の椅子1
00を示している。座部102及び台座104の一方又は両方は、好適には、実質的に中空であり
及び適当な耐荷重強度を提供する１つ以上の材料から構成され、人による消費を意図した
水その他の材料を貯蔵するための流体密封性及び安全性を有するものである。かかる材料
には、広範な市販のプラスチックが含まれ、椅子100の仕上げ面として働くことが可能で
あり、又は装飾を目的としてベニヤ板、布、若しくはその他の材料で被覆することが可能
である。
【０００８】
　水その他の材料を椅子100に充填し及び該椅子から抜き出すためのアクセス手段は、様
々な態様で配設することが可能である。例えば、単純なねじ式キャップ、ストッパ、又は
その他の閉鎖機構（図示せず）を有するユーザアクセスポートを座部102上の都合の良い
位置に配置することが可能である。該ポートの位置と椅子100の重量に応じて、ユーザは
、重力により又は椅子を傾けることにより該ポートから注ぐことが可能であり、又は代替
的に該ポートにホース（図示せず）を挿入してサイフォン作用により吸い出すことが可能
である。図８Ｂに関して後述する類のポンプを使用して椅子100のポートから水その他の
材料を抜き出すことも可能である。椅子100の全体的な寸法に応じて、及び水その他の材
料で満たされた場合の椅子の重量を考慮して、椅子100は、少なくとも数ガロン若しくは
それ以上の水を貯蔵するための一体式容量を提供する。
【０００９】
　図２は、脚部206により支持された座部202上にクッション204が配設された寝椅子型の
椅子200を示している。座部202は、好適には実質的に中空であり及び上述したような態様
で構成される。該椅子200により提供される一体的な貯蔵容量に対する充填又は抜き出し
は、上述したものと同様に提供することが可能である。
【００１０】
　図３は、球体302及び基部304を有するランプ300を示している。該球体302は好適には、
ガラス、プラスチック、又は流体密封性を有し実質的に透明である他の材料からなる。ね
じ式キャップ、ストッパ、又はその他の機構（図示せず）により、該球体302に対する充
填又は抜き出しを行うためのポートを該球体302に提供することが可能である。蛍光リン
グ又は一群の発光ダイオードといった適当な照明要素を基部304内に配設して、球体302の
照明を下方から行うことが可能である。このため、球体302が実質的に透明の材料から構
成され、水で満たされ、及び下方から照明が行われると、該球体302が発光することにな
る。
【００１１】
　図４Ａ及び図４Ｂは、取り外し可能な上部402及び台座404を有するテーブル400を示し
ている。該台座404は好適には、実質的に中空であり上述したものと同様に構成される。
テーブル400に対する充填又は抜き出しのためのアクセス手段は、上述したものと同様の
態様で提供することが可能である。
【００１２】
　図５は、台座504により支持された座部502を有する椅子500を示している。該座部502及
び台座504の一方又は両方は好適には、実質的に中空であり、充填及び抜き出しのための
ユーザアクセス手段を含めて、上述したものと同様の態様で構成される。
【００１３】
　図６は、脚部604により支持された座部602及び背部606を有する椅子600を示している。
座部602、脚部604、及び背部606のうちの一部又は全部は、実質的に中空とすることが可
能であり、及び充填及び抜き出しのためのユーザアクセス手段を含めて、上述したものと
同様の態様で構成することが可能である。
【００１４】
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　図７Ａないし図７Ｆは、水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を提供する中空の基
部を有する一連のエンド・テーブルを示している。エンドテーブル700は、基部704により
支持される１つ以上の引き出し706を含むことが可能な上部702を有している。該基部704
は好適には、実質的に中空であり流体密封性を有する。基部706,708,710は、様々な形状
寸法並びに様々な貯蔵容量を提供する。図７Ｅ及び図７Ｆに示すように、基部704-710並
びに基部712,714に対して充填又は抜き出しを行うためのアクセスは、単純に上部702を取
り外してポート716にアクセスすることにより得ることが可能である。基部704-714の何れ
かと共に随意選択的な車輪付き基部718を使用することが可能である。
【００１５】
　図８Ａ及び図８Ｂは、取り外し可能な上部802、支持面804（通常はその上に上部802が
載置される）、台座806、ポート808、取り外し可能なポンプアセンブリ810、及び基部812
を有するテーブル800を示している。台座806は好適には、実質的に中空であり、水その他
の材料のための一体的な貯蔵容量を提供するよう上述したものと同様の態様で構成される
。ポート808は、上述したものと同様の態様で構成することが可能であり、台座806の充填
及び取り外し可能なポンプアセンブリ810の取り付けを行うためのアクセスを提供する。
【００１６】
　代替的な実施形態では、ポンプ808は、基部812の底面上に配置することが可能である。
かかる実施形態では、該台座に対して充填又は抜き出しを行うためのアクセスを得るため
に該テーブルを逆さにする必要があることになる。しかし、この場合には上部802を取り
外す必要はなくなる。
【００１７】
　図９Ａ及び図９Ｂは、取り外し可能な座部902、台座904、基部906、及び背部908を有す
る椅子900を示している。座部902を取り外した際に、ユーザは、（好適には実質的に中空
の）台座904に対して充填又は抜き出しを行うためにポート808等のポート（図示せず）へ
のアクセスを得ることになる。ポンプアセンブリ810等の取り外し可能なポンプアセンブ
リを使用して台座904から抜き出すことが可能である。
【００１８】
　図１０Ａ及び図１０Ｂは、水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を有するテーブル
1000を示している。テーブルフレーム1002は、上部1004及び貯蔵容積1006を支持し、該貯
蔵容積1006は、該上部1004の下方に配置され、及び該フレーム1002及び該上部1004の一方
又は両方に取り付けられる。該貯蔵容積1006に対して充填又は抜き出しを行うためのアク
セスは、上部1004の１つの隅の近傍に配置されたポート1008により提供されるが、該ポー
トは都合の良い任意の場所に配置することが可能である。貯蔵容積1006に対して充填又は
抜き出しを行うための更なるアクセスがバルブ1010によって提供され、該バルブ1010は好
適には、貯蔵容積1006の最下点又はその近傍に配置される。バルブ1010は、ねじ式キャッ
プ、スナップ式キャップ、プッシュボタン式バルブ、及びその類を含む、様々なあらゆる
構造で実施することが可能である。
【００１９】
　貯蔵容積1006は、ブラダ、ソーサ（saucer）、逆ピラミッド、又は実質的に中空であり
流体密封性を有するその他の構造を含む、様々な態様で構成することが可能である。貯蔵
容積1006は、図１０Ａに示すようにそれが一杯の場合であってもテーブル1000を上から見
た場合に実質的に隠れるような形状及び寸法とすることが可能である。
【００２０】
　図１１Ａ及び図１１Ｂは、水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を有する椅子1100
を示している。該椅子1100は、背部1102、脚部1104、取り外し可能な座部クッション1106
、及び該座面1112の下方に配設された貯蔵容積1108を有する。貯蔵容積1108は好適には、
貯蔵容積1006に関して上述したものと同様の態様で構成される。座部クッション1106を取
り外すと、貯蔵容積1108に対して充填又は抜き出しを行うためのアクセスが、ポート1110
によって提供される。
【００２１】
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　図１２Ａ及び図１２Ｂは、水その他の材料のための一体的な貯蔵容量を有する彫刻1200
を示している。該彫刻1200は好適には、実質的に中空であり、流体密封性を有し、及び人
による消費を意図した水その他の材料の貯蔵にとって安全な材料から構成される。充填及
び抜き出しのためのポート（図示せず）は、基部1202の底面に配置することが可能である
。
【００２２】
　上述した中空の構造及び貯蔵容積はまた、浄化用化学物質を自動的に放出する機構又は
浄化用化学物質の補充もしくはその他のアクションを行うようユーザに対して視覚的な督
促を行う機構を含むよう構成することが可能である。水を貯蔵する代わりに、上述の中空
構造及び貯蔵容積は、他の液体、粉末、穀物、又はその他の物質を貯蔵するために使用す
ることが可能である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５】
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【図６】 【図７Ａ】

【図７Ｂ】 【図７Ｃ】
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【図７Ｄ】 【図７Ｅ】

【図７Ｆ】 【図８Ａ】
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【図８Ｂ】 【図９Ａ】

【図９Ｂ】 【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】
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【図１０Ｃ】 【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】 【図１２Ａ】
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【図１２Ｂ】
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